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2
0
1
3
年
9
月
7
日
、
ブ
エ
ノ
ス
ア

イ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
た
第
1
2
5
次
国
際

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会（
I
O
C
）
総
会
に

て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
が
東
京
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に

決
定
し
た
。
開
催
決
定
か
ら
こ
れ
ま
で
の

約
7
年
間
、
新
国
立
競
技
場
に
代
表
さ
れ

る
新
た
な
競
技
場
の
整
備
と
い
っ
た
イ
ン

フ
ラ
事
業
の
み
な
ら
ず
、
各
分
野
で
さ
ま

ざ
ま
な
準
備
が
な
さ
れ
て
き
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
開
催
は

1
年
延
期
と
な
っ
た
が
、
大
会
が
果
た
す

使
命
は
何
ら
変
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
新

た
な
感
染
症
に
人
類
が
打
ち
克
っ
た
証
し

と
し
て
の
新
た
な
役
割
を
も
担
う
こ
と
と

な
る
だ
ろ
う
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

単
な
る
世
界
規
模
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は

な
く
、
社
会
を
変
え
る
力
が
あ
る
。
そ
し

て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
そ
の
都
市
で
開
催
さ
れ
た
時
代
と
し

て
、
人
々
の
記
憶
の
中
に
生
き
続
け
る
。

1
9
6
4
年
に
開
催
さ
れ
た
東
京
大
会
は
、

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
の
急
速
な
普
及
な
ど
人
々

の
生
活
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
、
首

都
高
速
道
路
な
ど
イ
ン
フ
ラ
分
野
に
お
い

て
も
現
在
に
引
き
継
が
れ
る
多
く
の「
レ

ガ
シ
ー
」
を
生
み
出
し
た
。
今
次
大
会
に
お

い
て
も
、
イ
ン
フ
ラ
以
外
も
含
め
た
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
多
く
の
レ
ガ
シ
ー
を
残
す

た
め
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
連

携
し
、「
ア
ク
シ
ョ
ン
＆
レ
ガ
シ
ー
プ
ラ
ン
」

と
題
し
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

前
回
1
9
6
4
年
大
会
と
現
代
の
社
会

情
勢
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
前
回
は

高
度
成
長
期
で
の
開
催
で
あ
っ
た
が
、
現

代
は
都
市
化
が
進
ん
だ
成
熟
し
た
時
代
で

あ
る
。
ま
た
、
世
界
中
で
人
の
往
来
が
盛
ん

と
な
っ
た
一
方
、
感
染
症
の
急
速
な
拡
大

と
い
っ
た
リ
ス
ク
が
顕
在
化
し
た
。

　

世
界
に
目
を
向
け
る
と
1
9
6
0
年
代

は
、キ
ュ
ー
バ
危
機
が
発
生
す
る
な
ど
世
界

が
東
西
陣
営
に
分
か
れ
、
鋭
く
対
立
し
て

い
た
ほ
か
、
開
発
途
上
国
の
経
済
開
発
促

進
が
大
き
く
議
論
さ
れ
て
い
た
。
現
代
で

は
、
冷
戦
が
終
結
し
、
世
界
構
造
が
大
き
く

変
化
し
た
ほ
か
、
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た

新
興
国
が
大
き
な
経
済
発
展
を
遂
げ
、
そ

の
存
在
感
を
高
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

変
化
の
中
、2
0
1
5
年
に
開
催
さ
れ
た

「
国
連
持
続
可
能
な
開
発
サ
ミ
ッ
ト
」で
は
、

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
持
続
可
能
で
多
様

性
と
包
摂
性
の
あ
る
社
会
の
実
現
の
た
め
、

「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
2
0
3
0

ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
が
採
択
さ
れ
、「
持
続
可
能
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な
開
発
目
標
」（
S
D
G
s
）
が
掲
げ
ら
れ

た
。こ
の
よ
う
に
、現
代
は「
持
続
可
能
性
」

が
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
。

　

2
0
1
5
年
2
月
に
策
定
さ
れ
た「
東

京
2
0
2
0
大
会
開
催
基
本
計
画（

1
（

」
に
お

い
て
は
、
大
会
ビ
ジ
ョ
ン
の
基
本
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
て「
全
員
が
自
己
ベ
ス
ト
」
、「
多

様
性
と
調
和
」
、「
未
来
へ
の
継
承
」
の
三

つ
が
掲
げ
ら
れ
、
こ
れ
ら
大
会
ビ
ジ
ョ
ン

の「
文
化
的
」
、「
時
間
的
」
、「
地
域
的
」
広

が
り
を
支
え
る
た
め
、「
ス
ポ
ー
ツ
・
健

康
」、「
街
づ
く
り
・
持
続
可
能
性
」、「
文
化
・

教
育
」
、「
経
済
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
、「
復

興
・
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
・
世
界
へ
の
発
信
」

の
五
つ
の
柱
に
よ
る
横
断
的
取
り
組
み
が

準
備
段
階
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ

け
土
木
分
野
に
関
係
が
深
い「
街
づ
く
り
・

持
続
可
能
性
」
に
つ
い
て
は
、
専
門
委
員
会

が
大
会
組
織
委
員
会
内
に
設
置
さ
れ
、
継

続
的
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　

本
特
集
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
観
点

を
踏
ま
え
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
土
木
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
考
え

て
い
き
た
い
。
は
じ
め
に
今
回
の
大
会
が

目
指
す
方
向
性
や
大
会
後
の
東
京
が
目
指

す
姿
に
つ
い
て
全
体
像
を
ご
紹
介
い
た
だ

い
た
後
、
個
別
事
例
に
つ
い
て
三
つ
の
観

点
か
ら
解
説
い
た
だ
く
。
1
点
目
は
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
も
た
ら

す
社
会
の
変
化
で
あ
る
。
前
回
東
京
大
会

の
レ
ガ
シ
ー
や
、
東
京
と
同
様
の
成
熟
都

市
で
開
催
さ
れ
た
2
0
1
2
年
ロ
ン
ド
ン

大
会
で
の
経
験
、
地
方
や
地
域
、
個
々
の
施

設
整
備
と
い
っ
た
観
点
か
ら
解
説
い
た
だ

い
た
。
2
点
目
は
交
通
に
つ
い
て
で
あ
り
、

航
空
、
鉄
道
と
い
っ
た
観
点
か
ら
ご
紹
介

い
た
だ
い
た
。
3
点
目
は
開
催
都
市
東
京

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
あ
る
。
未
来
を
見
据

え
る
観
点
か
ら
、近
年
特
に
注
目
が
高
ま
っ

て
い
る「
水
」
に
か
か
わ
る
イ
ン
フ
ラ
と
防

災
対
策
に
つ
い
て
解
説
い
た
だ
い
た
。

　

本
特
集
が
、
前
回
1
9
6
4
年
大
会
を

契
機
と
し
た
社
会
の
変
化
を
振
り
返
る
と

と
も
に
、
前
回
大
会
と
は
全
く
異
な
る
社

会
環
境
下
で
開
催
さ
れ
る
今
回
大
会
を
ど

の
よ
う
に
未
来
に
つ
な
げ
て
い
く
の
か
、

読
者
の
皆
さ
ま
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
考
え

る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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